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「
私
は
ず
っ
と
、
ア
ン
チ
東
京
な
ん
で
す
」
と
言
う
伊
坂

善
明
さ
ん
。
間
近
に
東
京
タ
ワ
ー
を
望
む
モ
ダ
ン
な
オ
フ
ィ

ス
と
、
温
和
そ
う
な
ご
本
人
の
外
見
か
ら
は
想
像
が
つ
か
な

い
、
刺
激
的
な
言
葉
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
始
ま
っ
た
。

　
「
東
京
は
一
極
集
中
で
、
情
報
や
資
金
も
豊
富
。
で
も
知

恵
は
ど
う
な
の
か
？　

知
恵
を
使
っ
て
、
安
上
が
り
で
役
に

立
つ
仕
事
に
関
わ
る
方
が
面
白
い
」
と
、
関
西
や
地
方
に
こ

だ
わ
っ
た
。
京
都
大
学
建
築
学
科
〜
同
大
学
院
。
都
市
計
画

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
、
三
和
総
研
＝
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
職
歴
に
お
い
て
も
、

地
方
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
黒
子
的
に
支
え
る
仕
事

な
ど
、
ず
っ
と
関
西
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
。

■ 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
京
都
市
の
全
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
導
入

　

そ
う
し
た
中
、
２
０
０
６
年
に
京
都
市
の
全
小
学
校
に
エ

ア
コ
ン
を
一
斉
導
入
す
る
事
業
に
参
加
す
る
。
小
学
校

１
５
０
校
に
つ
い
て
、
民
間
の
資
金
と
事
業
体
に
よ
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
提
案
し
、
採
用
さ
れ
た
。
政
令
指
定
都
市
で
は
全

国
初
の
取
り
組
み
で
、
他
の
自
治
体
に
も
広
が
る
な
ど
、
学

校
教
育
界
で
は
話
題
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
全
校
・
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
で
、
社
会
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
た
。
そ
こ
で
伊
坂
さ
ん
は
、
業
務
を
離
れ
た
第
三
者
的

立
場
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
と
、
２
０
０
８
年
に
京
都
府
立

大
学
大
学
院
に
籍
を
置
い
た
。
環
境
負
荷
、
事
業
の
効
果
、

従
来
方
式
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
比
較
の
、
３
つ
の
観
点
か

ら
研
究
を
始
め
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
利
点
は
資
金
面
だ
け
で
な
く
、
設
計
、
仕
様
決

定
、
導
入
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
役
所
の
業
務
を
軽
減

で
き
る
点
に
も
あ
る
。
通
常
の
公
共
事
業
の
入
札
が
仕
様
発

注
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
性
能
発
注
。
性
能
を
達
成

す
る
た
め
の
仕
様
は
民
間
が
考
え
る
。

　

建
物
な
ど
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
使
い
や
す
さ
や
デ
ザ
イ
ン
と

い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
公
平
な
評
価
が
む
ず
か
し
い
面
も
あ
る

が
、
設
備
や
耐
震
補
強
的
な
も
の
、
特
に
エ
ア
コ
ン
の
場
合

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
性
能
を
数
値
化
し
や
す
い
た

め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
効
果
的
だ
と
分
析
す
る
。

■ 

環
境
負
荷
は
む
し
ろ
軽
減

　

環
境
面
の
評
価
で
は
、
想
像
以
上
の
好
結
果
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に

よ
り
、
夏
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
従
来
方
式
と
の
比
較

で
３
割
〜
５
割
減
。
冬
の
暖
房
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
以

前
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
比
べ
て
約
半
分
と
な
り
、
年
間
の

環
境
負
荷
は
む
し
ろ
軽
減
さ
れ
る
結
果
に
。

　

今
回
の
研
究
成
果
は
、
エ
ア
コ
ン
導
入
に
限
ら
ず
社
会
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
、
学
校
の
耐
震
補
強
は
か
な

り
進
ん
で
は
き
た
が
、
現
在
は
躯
体
構
造
の
補
強
が
主
で
、

天
井
の
落
下
に
対
す
る
補
強
な
ど
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
ら
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
し
、
素
早
く
効
果
的
な
公
共

事
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
自
治
体
や
教
育
界
に
提
案
し
て

い
き
た
い
と
い
う
。

■ 

震
災
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
会
社
に
直
訴

　

在
職
の
ま
ま
論
文
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
ゼ
ミ
に
通
え
る

の
は
月
１
回
程
度
だ
っ
た
が
、
京
都
府
立
大
学
の
指
導
教
授

は
社
会
人
の
博
士
号
挑
戦
に
と
て
も
理
解
が
あ
り
、
協
力
的

な
環
境
を
作
っ
て
く
れ
た
。
12
年
３
月
博
士
後
期
課
程
単
位

取
得
、
13
年
３
月
に
博
士
号
取
得
を
果
た
し
た
。

　

自
宅
に
帰
る
電
車
の
中
で
夕
刊
紙
を
読
ん
で
い
る
と
き
、

財
団
の
博
士
号
支
援
事
業
を
紹
介
し
た
10
㎝
四
方
く
ら
い
の

囲
み
記
事
が
目
に
と
ま
っ
た
。
50
歳
以
上
限
定
と
い
う
そ
の

内
容
に
驚
き
、
す
ぐ
に
財
団
に
電
話
を
入
れ
た
。「
松
田
理

事
長
の
よ
う
な
実
践
者
と
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
博
士
号
取

得
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の
存
在
を
知
っ
て
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

と
伊
坂
さ
ん
。

　

研
究
の
最
中
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
。
阪
神
淡
路
大
震

災
を
身
近
で
体
験
し
て
い
た
伊
坂
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
何
度
も
現
地
に
足
を
運
ん
だ
。
同
時
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
よ
る

復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
会
社
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
東

京
赴
任
を
条
件
に
担
当
者
に
任
命
さ
れ
た
。
12
年
６
月
か
ら

「
ア
ン
チ
」
は
押
え
て
東
京
に
単
身
赴
任
。
今
回
の
研
究
成

果
や
神
戸
の
震
災
復
興
計
画
に
携
わ
っ
た
経
験
を
活
か
し
、

主
に
気
仙
沼
市
の
震
災
復
興
な
ど
に
活
躍
中
だ
。

【
論
文
テ
ー
マ
】
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
み
た
公
立
学
校
へ
の
空
調
一
斉
導
入
の
効
果
に
関
す
る
研
究

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
良
い
面
を
震
災
復
興
や
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
た
い
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